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研究成果の概要（和文）：　モクレイシ、ナツツバキ、イランイランノキ、シシアクチ、トゲイヌツゲなどの植物のほ
か、インドネシア産の海綿Phyllospongia sp.を研究対象に活性成分の探索研究を行った。その結果、モクレイシから
新規トリテルペンを14種、ナツツバキから新規サポニンを6種、イランイランノキから3種の新規リグナン、シシアクチ
からは新規ベンゾキノンを11種と新規トリテルペンを3種、海綿からは新規スカラレン型セスタテルペンを14種単離し
、化学構造の決定を行った。得られた化合物について抗インフルエンザ活性やガン細胞増殖抑制活性など多面的に検討
した。結果の一部は国際学術論文に投稿し受理された。

研究成果の概要（英文）： Phytochemical investigation of subtropical plants (Microtropis japonica, Stewarti
a pseudocamellia, Cananga odorata, Ardisia quinquegona, and Scolopia oldhamii) and a marine sponge (phyllo
spongia sp.) revealed 14 new triterpenes, six saponins, three lignans, 11 benzoquinones together with thre
e triterpens, and 14 scalarene-type sesterterpenes, respectively.The chemical structure of these new compo
unds were elucidated mainly by spectroscopic analysis. The anti-influenza virus activity and cytotoxicity 
were also evaluated. Part of these results has been published in several international research journals. 
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１．研究開始当初の背景 
 
琉球諸島は九州から遠く離れ、生物地理学

的に見ると、屋久島の南に渡瀬線、沖縄本島
の南に蜂須賀線と呼ばれる分布境界線が知
られており、さらに島々が海で隔絶されてい
るため、その島独自の固有の植物種が発生、
発達、維持されてきており、日本における動
植物の固有種、貴重種の宝庫である。また、
植物が産生する化合物は気候や環境の違い
によっても変化することが知られており、九
州・四国など広く温帯域に見られる植物種で
あっても亜熱帯気候に馴化した代謝遺伝子
の発現により未知の化合物を産生している
ことが期待できる。近年、自国の資源は自国
のために利用したいとする植物資源ナショ
ナリズムの考えが広がり、①生物多様性の保
全、②持続可能な利用、③利益の公正かつ衡
平な配分を目的とした生物多様性条約が締
結され、現在 192 国と EU が加盟し、海外の
植物資源の入手は徐々に困難になりつつあ
る。このような状況下にあることから、今こ
そ国内に存する未解析植物資源に目を向け、
有用資源としての可能性を強力に調査研究
することは重要である 

 
２．研究の目的 

H21 年に猛威を振るった(新型)インフルエ
ンザ A(H1N1pdm)は 11 月末に流行のピーク
を迎えた後、翌 3 月末には沈静化した。この
間に国内で 200 人余りの死者を出し、推計罹
患患者数は 2000 万人を超えたとされる。ポ
ストパンデミック期である現在、国内での再
流行の可能性は続いており、また、一般的に
インフルエンザウイルスは変異しやすく、す
でにタミフルに対して耐性を持つウイルス
が報告されているなど、新規の抗ウイルス薬
の開発は緊急の課題である 
ウイルスゲノムは真核細胞に比べて圧倒

的に小さく、自己の複製に必要な最小限度の
遺伝子しかコードしない。複製過程の大部分
を宿主細胞由来の因子に大きく依存してい
るため抗ウイルス薬の開発は非常に難しい
とされてきた。しかしながらリバビリンやタ

ミフルといった有効な化合物の開発に成功
してきたことも事実であり、現在社会的に大
きな問題となっているウイルス種に対して
有効な化合物の探索研究を遂行することは
我々薬学研究者が取り組むべき重要な課題
である。 
本研究では、我が国における固有種、貴重

種の宝庫である琉球諸島に産する亜熱帯植
物資源を研究対象とし、国内および世界的に
問題となっているインフルエンザウイルス
やガン細胞増殖抑制などの生物活性評価に
より、新規医薬品候補化合物を発見すること
を目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
研究は以下のような手順に沿って3年にわ

たって遂行した。 
(１) 研究対象とする植物サンプルの採集
（沖縄）。 
 
(２) 抽出物の調製および活性試験によるス
クリーニング。 
 
(３) 活性を指標にした各種カラムクロマト
グラフィーによる分離精製。 
 
(４) NMR、MS などのスペクトルデータの解析
による平面構造決定。 
 
(５) NOE スペクトル、旋光度、CD（円二色性
スペクトル）、X線結晶構造解析、化学的誘導
体化反応による絶対立体化学の検討。 
 
(６) 活性評価、構造活性相関の検討。 
 
 
４．研究成果 
モクレイシ、ナツツバキ、イランイランノキ、
シシアクチ、トゲイヌツゲなどの植物のほか、
インドネシア産の海綿 Phyllospongia sp.を
研究対象に活性成分の探索研究を行った。そ
の結果、モクレイシから新規トリテルペンを
14 種、ナツツバキから新規サポニンを 6 種、
イランイランノキから 3 種の新規リグナン、
シシアクチからは新規ベンゾキノンを 11 種
と新規トリテルペンを 3種、海綿からは新規
スカラレン型セスタテルペンを14種単離し、
化学構造の決定と抗インフルエンザ活性、ガ
ン細胞増殖抑制活性、リーシュマニア活性な
ど多面的に検討した。結果の一部は国際学術
論文に投稿し受理された。 

 
シシアクチ由来の新規化合物（一部） 



 

 
シシアクチ由来の新規トリテルペン（一部） 
 

 
海綿由来のセスタテルペンのX線結晶構造解
析結果 
 

 
シシアクチから単離した化合物の種々の生
物活性評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
モクレイシに特徴的にみられるアシル基を
有する化合物の化学構造とX線結晶構造解析 
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Ardisia quinquegona
L.major A549

1 65.8 ± 4.5 55.7 ± 12.1
2 62.7 ± 6.2 44.2 ± 8.0
3 N.A. 67.9 ± 4.6
4 N.A. 75.6 ± 1.2
5 N.A. 67.0 ± 6.4
6 80.7 ± 8.4 12.7 ± 0.3
7 87.3 ± 0.9 15.2 ± 0.1
8 77.5 ± 3.6 47.5 ± 7.3
9 N.A. N.A.
10 71.6 ± 3.0 72.6 ± 1.5
11 40.1 ± 1.8 34.2 ± 1.5
12 N.A. N.A.
13 N.A. N.A.
14 N.A. N.A.
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